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「
平
成
二
十
八
年
度
家
畜
保
健

衛
生
業
績
発
表
会
」
開
催
の

お
知
ら
せ

登
山
家
の
死
と　

山
の
装よ
そ
おい

と

深
ま
る
秋
に　

約
束
哀
れ
か
？

　

半
年
ほ
ど
前
に
同
級
生
の
山
岳
写
真

家
・
青
野
恭
典
君
が
七
七
歳
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。
獣
医
師
と
し
て
働
い
た
の
は

ほ
ん
の
二
年
ほ
ど
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

山
の
魅
力
と
写
真
の
素
晴
ら
し
さ
に
心

を
奪
わ
れ
た
彼
は
大
勢
の
山
岳
写
真
家

に
囲
ま
れ
た
お
別
れ
会
で
終
焉
を
と
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
一
〇
月
二
〇
日
、
女

性
登
山
家
の
田
部
井
淳
子
さ
ん
が
同
じ

七
七
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

女
性
で
世
界
初
の
世
界
最
高
峰
の
エ

ベ
レ
ス
ト
に
登
頂
さ
れ
、
三
六
歳
で
「
エ

ベ
レ
ス
ト
マ
マ
さ
ん
の
快
挙
」
と
一
躍
、

世
界
中
に
名
が
知
れ
渡
り
ま
し
た
。

　

女
性
登
山
家
が
亡
く
な
っ
た
か
ら
で

し
ょ
う
か
？
今
年
の
秋
の
山
の
装
い
は
少

し
遅
れ
て
、
あ
ま
り
鮮
や
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
同
級
会
で
集
ま
っ
た

十
和
田
湖
、
奥
入
瀬
の
渓
流
や
、
先
日

の
畜
産
技
術
者
O
B
会
の
友
と
歩
い
た
、

　

家
畜
保
健
衛
生
所
が
本
県
の
畜
産
の

現
状
に
即
し
た
家
畜
保
健
衛
生
事
業
の

改
善
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

日
常
の
業
務
で
得
た
情
報
を
取
り
ま
と

め
て
発
表
す
る
業
績
発
表
会
が
県
畜
産

課
主
催
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
開
催
さ

れ
ま
す
。

日
時
：

平
成
二
十
九
年
一
月
六
日（
金
）・

午
前
一
〇
時
か
ら

場
所
：

海
老
名
市
文
化
会
館
�

小
ホ
ー
ル

海
老
名
市
上
郷
四
七
六
ー
二

内
容
：

家
畜
保
健
衛
生
所
の
運
営
及
び

家
畜
保
健
衛
生
の
企
画
、
推
進

に
関
す
る
業
務
や
家
畜
の
保
健

衛
生
に
関
す
る
試
験
、
調
査
等

お
問
い
合
せ
先

　
　
　

県
畜
産
課
安
全
管
理
グ
ル
ー
プ

（
℡
0
4
5
－
2
1
0
－
4
5
1
8
）

牛
マ
ル
キ
ン
事
業

『
平
成
二
十
八
年
度
　
七
月
及
び
八
月

販
売
牛
の
補
填
金
単
価
報
告
』

◎
平
成
二
十
八
年
度
第
二
四
半
期

　

七
月
販
売
牛
補
填
金
単
価（
概
算
払
）

　

肉
専
用
種�

〇
円

　

交
雑
種�

〇
円

　

乳
用
種�

一
三
、八
〇
〇
円

◎
平
成
二
十
八
年
度
第
二
四
半
期

　

八
月
販
売
牛
補
填
金
単
価（
精
算
払
）

　

肉
専
用
種�

〇
円

　

交
雑
種�

〇
円

　

乳
用
種�

二
二
、八
〇
〇
円

�

（
経
営
指
導
部　

倉
迫
）

寄
か
ら
丹
沢
湖
へ
の
林
道
秦
野
峠
道
も

山
の
装
い
は
鮮
や
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
鹿
の
鳴
き
声
を
聞
き
、
秋
の

深
ま
り
を
覚
え
ま
し
た
。

　

秋
の
収
穫
の
時
期
を
迎
え
て
気
に
な

る
の
が
、
農
業
の
行
方
を
左
右
す
る
環

太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
T
P
P
）
を

め
ぐ
る
国
会
の
論
戦
。
中
国
を
睨
み
な

が
ら
米
国
と
こ
れ
を
締
結
す
る
と
日
本

全
体
の
経
済
は
ど
う
な
る
の
？

　

農
産
物
価
格
低
下
に
伴
う
再
生
可
能

な
方
策
は
ど
う
な
っ
て
る
の
？
米
国
と
の

協
議
を
担
当
し
て
い
た
甘
利
担
当
相
は

出
て
こ
な
い
し
、
特
別
委
に
提
出
さ
れ
た

資
料
は
「
黒
塗
り
」
だ
っ
た
り
で
は
、い
っ

た
い
何
を
議
論
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
米

国
以
外
の
関
係
国
は
審
議
先
送
り
で
、

米
国
の
大
統
領
選
後
の
動
向
を
探
っ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
日
本
は
い
っ
た
い
何

を
急
ぐ
の
で
し
ょ
う
か
？
新
大
統
領
候

補
の
ク
リ
ン
ト
ン
氏
も
、ト
ラ
ン
プ
氏
も
、

T
P
P
に
は
反
対
論
者
で
あ
る
。
そ
れ

で
も
安
倍
首
相
は
「
承
認
に
全
力
を
尽

く
す
」と
の
こ
と
。「
丁
寧
に
」「
親
切
に
」

「
し
っ
か
り
と
」
説
明
す
る
こ
と
な
し
に

又
し
て
も
強
行
採
決
は
無
い
だ
ろ
う
ね
。

　

二
年
前
の
国
会
決
議
＝
国
民
と
の
約

束
を
又
し
て
も
チ
ャ
ラ
に
す
る
の
か
ね
？

新
し
い
判
断
と
や
ら
で
。

　

山
に
入
る
に
は
麓
に
豊
か
な
農
業
生

活
者
が
あ
っ
て
の
こ
と
。
農
業
、
地
方
の

集
落
を
守
る
こ
と
こ
そ
が
美
し
い
国
作

り
の
基
礎
で
あ
ろ
う
。

　

契
り
お
き
し
さ
せ
も
が
露
を
命
に
て

　
　

あ
は
れ
今
年
の
秋
も
い
ぬ
め
り

　

お
約
束
し
て
お
り
ま
し
た
の
に
約
束

は
い
た
だ
け
ず
に
秋
も
終
わ
っ
て
し
ま
い

そ
う
で
す
。
今
年
の
秋
の
装
い
は
あ
ま

り
良
く
な
い
で
す
ね
。�

（
忠
九
朗
）

第643号　平成28年11月 1 日（火曜日）

新
む
ら
す
ず
め

神
奈
川
県
農
林
水
産
施
策
・

予
算
要
請
会
議
開
催
さ
れ
る

地方競馬の収益金は
畜産振興に役立っています。

崎 馬 催 日開競川
ナイター開催ナイター開催年      月       日（月）、       月       日（金）28 12 16    12 12

年      月       日（日）～      月       日（水） ・29 1 4    11      月       日（金）（昼間開催）6    1

　

平
成
二
十
八
年
九
月
二
日
、
J
A

グ
ル
ー
プ
神
奈
川
ビ
ル
に
て
農
林
水
産

団
体
協
議
会
の
県
に
対
す
る
施
策
・
予

算
要
請
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
側
か
ら
金
子
環
境
農
政

局
長
、
同
緑
政
部
長
、
同
農
政
部
長
を

は
じ
め
各
関
係
課
長
が
、
ま
た
、
団
体

側
か
ら
は
髙
桑
農
協
中
央
会
会
長
、
同

長
嶋
副
会
長
ほ
か
関
係
八
団
体
の
代
表

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
農
林
水
産
団
体
協
議
会
を
代

表
し
て
髙
桑
会
長
が
、
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
農
業
団

体
の
使
命
は
、
安
全
安
心
な
農
畜
産
物

を
県
民
の
皆
様
に
提
供
し
て
い
く
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
県
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
が
是
非
と
も
必
要
。
今
後
と
も

継
続
的
に
支
援
を
お
願
い
し
た
い
旨
申

し
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
団
体
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
の
要
請
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

畜
産
関
係
に
つ
い
て
は
、
畜
産
関
係

団
体
連
絡
協
議
会
（
十
七
団
体
）
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
団
体
よ
り
出
さ
れ
た
要
望

に
沿
っ
て
要
請
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
特
に
、
①
酪
農
振
興
対
策　

②
肥
育
素
牛
高
騰
対
策　

③
豚
流
行
性

下
痢
対
策
（
よ
り
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
の

開
発
等
）
④
地
域
銘
柄
鶏
の
普
及
支
援

に
つ
い
て
時
間
を
割
い
て
要
請
し
ま
し

た
。

　

終
わ
り
に
、
金
子
環
境
農
政
局
長
か

ら
、大
変
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
が
、

提
案
さ
れ
た
要
請
事
項
に
つ
い
て
は
、

十
分
精
査
し
、
よ
り
効
率
的
、
効
果
的

な
行
政
施
策
の
推
進
が
出
来
る
よ
う
予

算
編
成
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
の

話
が
あ
り
会
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
　
要 

望 

事 

項

【
酪
農
・
肉
用
牛
対
策
】

一　



県
産
牛
乳
の
ブ
ラ
ン
ド
化
及
び
乳

製
品
等
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推

進

二　

自
給
飼
料
対
策

三　

優
良
後
継
牛
の
確
保
対
策

四　



酪
農
後
継
者
の
県
下
一
円
を
対
象

に
し
た
新
た
な
組
織
の
構
築

五　

粗
飼
料
価
格
安
定
基
金
の
創
設

六　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
充
実
強
化

七　

生
乳
の
安
全
・
安
心
の
確
保
対
策

八　

酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
活
動
対
策

九　

肥
育
素
牛
高
騰
対
策

十　



肉
用
子
牛
価
格
安
定
制
度
へ
の
助

成

【
養
豚
対
策
】

一　



豚
流
行
性
下
痢
の
、
よ
り
有
効
な

ワ
ク
チ
ン
の
開
発

二　



養
豚
経
営
に
お
け
る
飼
料
用
米
の

確
保
対
策

三　



と
畜
場
使
用
料
、
と
畜
検
査
手
数

料
の
値
下
げ

四　



県
内
の
食
肉
セ
ン
タ
ー
で
大
貫
豚

が
処
理
で
き
る
対
策

五　

豚
慢
性
疾
病
対
策

【
養
鶏
対
策
】

一　

養
鶏
技
術
者
の
育
成

二　


地
域
銘
柄
鶏
の
開
発
、
普
及
へ
の

支
援

三　



飼
料
用
米
、
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
の
利

用
促
進

四　

卵
価
安
定
対
策
の
助
成

【
共
通
対
策
】

一　

畜
産
後
継
者
対
策

二　

配
合
飼
料
価
格
安
定
対
策

�

（
総
務
部
）

豚
オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
の
防
疫

対
策
に
関
す
る
要
請
に
つ
い
て

　

本
県
に
お
け
る
豚
オ
ー
エ
ス
キ
ー
病

に
つ
い
て
は
、
関
係
者
の
努
力
に
よ
り

清
浄
化
が
達
成
さ
れ
る
段
階
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
野
外
抗
体
陽
性

豚
が
存
在
す
る
他
県
か
ら
、
本
県
食
肉

セ
ン
タ
ー
へ
の
出
荷
が
あ
る
た
め
、
県

内
養
豚
農
場
に
と
っ
て
、
感
染
の
リ
ス

ク
を
伴
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
本
年
五
月
に

開
催
し
た
畜
産
会
理
事
会
に
お
い
て
、

県
域
を
超
え
た
野
外
抗
体
陽
性
豚
の
出

入
等
に
係
る
対
策
に
つ
い
て
、
国
等
に

要
請
す
る
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
六
月
、
農
水
省
に

対
し
、
本
会
副
会
長
の
志
澤

勝
氏
が
本

会
の
議
決
事
項
に
つ
い
て
説
明
す
る
と

と
も
に
、
防
疫
指
針
の
改
正
等
今
後
の

対
策
を
講
じ
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
九
月
に
、
県
内
二
か
所
の
食

肉
処
理
場
に
対
し
、
処
理
場
搬
入
豚
の

同
病
の
動
向
の
把
握
に
努
め
、
感
染
の

リ
ス
ク
低
減
に
努
め
る
こ
と
、
お
よ
び

衛
生
対
策
の
徹
底
等
に
つ
い
て
要
請
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
畜
産
会
と
し
ま
し
て

は
、
こ
れ
か
ら
も
、
生
産
者
の
皆
様
や

関
係
団
体
と
一
致
団
結
し
て
行
動
し
て

ま
い
り
ま
す
。

�

（
総
務
部
）

「
家
畜
に
親
し
む
つ
ど
い
」

二
千
人
の
来
場
者
で

終
日
賑
わ
う

　

家
畜
に
親
し
む
つ
ど
い
運
営
委
員
会

主
催
（
構
成
・
畜
産
関
係
六
団
体
及
び

県
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
、
県
央
家
畜
保

健
衛
生
所
）
の
「
家
畜
に
親
し
む
集
い
」

が
、
十
月
二
十
三
日
（
日
）
畜
産
技
術

セ
ン
タ
ー
で
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
こ
の
時
期
と
し
て
は
暖
か

な
陽
気
も
手
伝
い
、
来
場
者
は
二
千
人

を
超
え
る
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

展
示
等
は
、
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
・

県
央
家
畜
保
健
衛
生
所
の
施
設
公
開
と

併
せ
て
、
本
県
畜
産
の
P

R
や
乳
搾
り

体
験
、
卵
の
つ
か
み
ど
り
、
乳
製
品
販

売
、
養
蜂
展
示
・
は
ち
み
つ
の
試
食
販

売
、
た
ま
ご
料
理
教
室
、
中
央
農
高
の

和
太
鼓
演
奏
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
に
、
終
日
大
勢
の
皆
さ
ん
が
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る
県

央
家
畜
保
健
衛
生
所
で
は
、
骨
密
度
測

定
、「
タ
マ
ゴ
の
中
を
の
ぞ
い
て
み
よ

う
」
等
が
実
施
さ
れ
、
参
加
者
に
大
好

評
で
し
た
。ま
た
、「
家
保
探
検
ク
イ
ズ
」

や
「
牛
の
直
腸
検
査
を
体
験
し
て
み
よ

う
」
は
、
小
学
生
な
ど
に
人
気
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
も
「
フ
ワ
フ
ワ
」、「
ふ

れ
あ
い
ポ
ニ
ー
」
は
子
供
達
に
大
変
に

人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

　

家
畜
を
間
近
で
見
て
、
直
接
触
れ
、

家
畜
や
糞
の
臭
い
を
嗅
い
で
い
た
だ
く

と
共
に
、
畜
産
や
畜
産
製
品
の
知
識
の

普
及
啓
発
が
、
都
市
の
中
で
が
ん
ば
っ

て
い
る
「
か
な
が
わ
の
畜
産
」
を
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
に
少
し
で
も
役
立
て

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。�

（
総
務
部
）



第643号　平成28年11月 1 日（火曜日）
　

平
成
二
十
八
年
度
第
2
四
半
期

（
二
十
八
年
七
〜
九
月
）
の
指
定
肉
用

子
牛
の
品
種
区
分
ご
と
の
平
均
売
買
価

格
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　

黒
毛
和
種�

八
一
二
、一
〇
〇
円

　

交
雑
種�

四
〇
一
、二
〇
〇
円

　

乳
用
種�

二
一
六
、七
〇
〇
円

　

黒
毛
和
種
・
交
雑
種
・
乳
用
種
は
保

証
基
準
価
格
、
合
理
化
目
標
価
格
を
共

に
上
回
っ
て
い
る
の
で
、
生
産
者
補
給

金
の
交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
肉
用
牛
繁
殖
経
営
支
援
事
業

に
関
し
て
は
、「
黒
毛
和
種
」に
つ
い
て
、

交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�

（
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
県
畜
産
会
）

「
か
な
が
わ
の
畜
産
に
携
わ
る
女
性

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
講
習
会
開
催
案
内

　
「
か
な
が
わ
の
畜
産
に
携
わ
る
女
性

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
県
内
の
畜
産
に

携
わ
る
女
性
を
対
象
に
、①
情
報
交
換
・

情
報
の
提
供
、
②
技
術
・
経
営
研
修
会
、

③
優
良
事
例
・
関
係
機
関
等
の
視
察
、

④
行
政
・
関
係
団
体
等
と
の
意
見
交
換

会
等
を
年
間
の
行
事
と
し
て
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
回
、
左
記
の
と
お
り
、
講
習
会
を

開
催
す
る
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

畜
産
関
連
の
女
性
の
皆
様
、
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
：
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
五
日

　
　
　

午
後
三
時
か
ら
五
時
ま
で

場
所
：

オ
ー
ク
ラ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ホ
テ

ル
海
老
名
2
階
「
フ
ロ
ー
ラ
」

　
　
　

海
老
名
市
中
央
2
－
9
－
50

　
　
　

℡
0
4
6
－
2
3
5
－
4
4
1
1

講
師
：
林
家
卯
三
郎

　
　
　

（
獣
医
師
で
、
家
畜
保
健
衛
生

所
勤
務
歴
が
あ
る
落
語
家
）

演
題
：「
女
性
の
更
な
る
活
躍
を
目
指

し
て
〜
落
語
家
と
し
て
考
え

る
」

　

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
広
く
県

内
の
畜
産
に
携
わ
る
女
性
の
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
会
費
は
、
年
間
五
千

円
と
し
、
家
族
で
加
入
さ
れ
た
場
合
で

も
一
家
族
五
千
円
と
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
畜
産
の
安
定
経
営
の
維
持
・
振

興
に
は
、
女
性
の
き
め
細
か
い
視
点
で

技術情報

飼
料
用
米
を
給
与
し
た

豚
肉
の
理
化
学
分
析
結
果
に
つ
い
て

「
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の

防
疫
対
策
の
強
化
に
つ
い
て
」

　

秋
も
深
ま
り
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
渡

り
鳥
の
飛
来
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
、
鳥
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
警
戒
が
特
に
必
要
な

時
期
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

国
内
で
は
、
昨
年
度
以
降
鶏
で
の
本
病

の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
中
国
や
台
湾

等
で
は
家
き
ん
で
継
続
発
生
が
み
ら
れ
て

い
ま
す
。
野
鳥
で
は
、
今
年
の
六
月
に
ロ

シ
ア
で
ア
オ
サ
ギ
等
、
八
月
に
は
ア
メ
リ

カ
の
ア
ラ
ス
カ
州
で
マ
ガ
モ
か
ら
、
い
ず
れ

も
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
六
年
、
二
〇
一
〇
年
の
世
界
的

な
大
発
生
時
に
も
、
ロ
シ
ア
や
ア
ラ
ス
カ

の
野
鳥
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
た
後
、

一
八
ヶ
月
程
で
世
界
的
に
大
発
生
が
起
き

て
お
り
、
今
秋
以
降
も
引
き
続
き
厳
重
な

警
戒
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
特
に
注
意
を
し
て
頂
き
た
い

点
が
二
点
あ
り
ま
す
。

　
一
点
目
と
し
て
、
野
鳥
や
ね
ず
み
等
の

野
生
動
物
対
策
で
す
。
過
去
の
発
生
事
例

の
疫
学
調
査
や
ウ
イ
ル
ス
の
研
究
等
に
よ

り
、
野
鳥
、
ね
ず
み
、
イ
タ
チ
等
の
野
生

動
物
や
猫
が
、
ウ
イ
ル
ス
伝
播
に
関
与
し

て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
野
生
動
物
を
誘
引
す
る
よ
う
な

環
境
を
作
ら
な
い
よ
う
に
、
防
鳥
ネ
ッ
ト

等
の
速
や
か
な
修
繕
、
侵
入
経
路
の
再
度

の
点
検
と
修
繕
、
草
刈
り
や
不
用
物
品
の

撤
去
等
の
対
策
へ
の
取
り
組
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

二
点
目
と
し
て
、
日
頃
の
家
き
ん
の
健

康
観
察
を
更
に
入
念
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

過
去
の
発
生
時
に
は
、
死
亡
羽
数
の
増
加

が
比
較
的
緩
や
か
な
例
も
み
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
場
合
の
発
見
の
遅

れ
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
異

状
が
み
ら
れ
た
際
に
は
、
速
や
か
に
家
畜

保
健
衛
生
所
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

養
鶏
農
家
や
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
日
々

の
努
力
も
あ
り
、
幸
い
に
も
本
県
で
は
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
シ
ー
ズ
ン
も
全
農
場
が
無

事
に
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

ご
対
応
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�（
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所
・
松
尾
綾
子
）

家
保
だ
よ
り

肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金
制
度

ろ
こ
し
主
体
の
慣
行
飼
料
に
比
べ
差
別

化
が
図
ら
れ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
県
内
5
農
場
で
肥
育
後
期

に
各
農
場
慣
行
飼
料
を
給
与
し
て
生
産

し
た
豚
肉
と
各
農
場
慣
行
飼
料
に
飼
料

用
米
10
%
を
添
加
し
て
生
産
し
た
豚

肉
の
理
化
学
成
分
値
10
項
目
を
比
較
し

た
今
回
の
調
査
に
お
い
て
は
、
若
干
の

傾
向
は
あ
る
も
の
の
全
て
の
項
目
で
試

験
区
と
対
照
区
と
の
間
で
有
意
差
は
認

め
ら
れ
ず
、
飼
料
用
米
給
与
に
よ
り
生

産
さ
れ
た
豚
肉
の
特
徴
は
わ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

た
だ
、
試
験
区
の
分
析
結
果
は
対
照

区
と
比
較
し
て
も
、
遜
色
の
な
い
分
析

値
で
し
た
の
で
、
各
農
場
で
飼
料
用
米

を
10
%
程
度
添
加
し
て
も
、
特
に
問

題
な
く
豚
肉
が
生
産
で
き
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

当
所
で
は
引
き
続
き
、
県
内
の
銘
柄

豚
肉
の
特
徴
を
明
確
に
し
、
ブ
ラ
ン
ド

力
の
強
化
を
図
る
た
め
の
試
験
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
企
画
研
究
課

　

�

前
田
高
弘
）

た
。

（
2
）
肉
色
・
脂
肪
色

　

肉
色
・
脂
肪
色
は
、
精
肉
が
店
頭
に

並
ん
だ
際
に
選
ぶ
判
断
基
準
と
さ
れ
、

重
要
な
評
価
項
目
と
な
り
、
ロ
ー
ス
赤

肉
の
肉
色
お
よ
び
背
脂
肪
内
層
の
脂
肪

色
を
色
差
計
に
よ
り
数
値
化
し
測
定
し

ま
し
た
。

　

L
＊
値
は
色
の
明
る
さ
を
示
し
、
0

か
ら
1
0
0
に
値
が
大
き
く
な
る
に

つ
れ
黒
か
ら
白
色
に
な
る
こ
と
を
示
し

ま
す
。
a
＊
値
は
小
さ
く
な
る
と
緑
、

大
き
く
な
る
と
赤
に
近
い
色
に
な
る
こ

と
を
示
し
ま
す
。
同
様
に
b
＊
値
は
小

さ
く
な
る
と
青
、
大
き
く
な
る
と
黄

に
近
い
色
に
な
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　

今
回
の
ロ
ー
ス
赤
肉
の
肉
色
お
よ
び

背
脂
肪
内
層
の
脂
肪
色
で
は
、
試
験
区

と
対
照
区
と
の
間
に
有
意
差
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
3
）

物
理
性
（
加
熱
損
失
、
せ
ん
断

力
価
）

　

ロ
ー
ス
赤
肉
の
加
熱
損
失
は
、
直
径

1
㎝
の
円
筒
状
に
肉
を
切
り
出
し
た

後
、
重
量
を
測
定
、
そ
の
後
70
℃
の
湯

で
1
時
間
加
熱
し
、
30
分
放
冷
後
、
再

び
重
量
を
測
定
す
る
こ
と
で
、
加
熱
し

た
際
に
、
ど
れ
だ
け
肉
汁
が
損
失
す
る

か
を
測
定
す
る
こ
と
で
、
加
熱
後
の
多

汁
性
を
評
価
す
る
項
目
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
せ
ん
断
力
価
は
、
加
熱
損
失

を
測
定
し
た
後
の
肉
片
を
専
用
の
測
定

器
で
切
断
し
、
そ
の
際
に
、
ど
れ
だ
け

の
力
が
必
要
と
な
る
か
を
測
定
す
る
こ

と
で
、
肉
の
柔
ら
か
さ
を
評
価
す
る
項

目
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
ロ
ー
ス
赤
肉
の
加
熱
損
失
、

せ
ん
断
力
価
の
分
析
結
果
は
、
通
常
の

豚
肉
の
標
準
値
の
範
囲
で
あ
り
、
試
験

区
と
対
照
区
と
の
間
に
有
意
な
差
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
4
）
脂
肪
の
質

　

脂
肪
融
点
は
食
肉
の
脂
肪
の
溶
け
始

め
る
温
度
で
、
食
べ
た
と
き
の
脂
肪
の

口
溶
け
の
良
さ
を
み
る
評
価
項
目
と
な

り
ま
す
。
脂
肪
酸
は
脂
質
の
9
割
方
を

は
じ
め
に

　

神
奈
川
県
内
で
は
、
生
産
者
の
販

売
方
法
や
販
売
先
の
違
い
に
よ
っ
て
、

個
々
の
経
営
ご
と
に
、
飼
料
の
内
容
や

利
用
す
る
品
種
等
に
特
徴
を
持
た
せ
た

生
産
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
々
の
生
産
者
が
美
味
し

さ
に
こ
だ
わ
り
、
中
に
は
ブ
ラ
ン
ド
化

し
て
有
利
販
売
を
行
っ
て
い
る
事
例
も

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
内
で

生
産
さ
れ
て
い
る
豚
肉
の
成
分
分
析
を

実
施
し
、
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
銘
柄

豚
肉
の
特
徴
的
な
理
化
学
的
性
状
を
調

査
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
は
飼
料
用
米
の
添
加

の
有
無
に
よ
り
理
化
学
的
性
状
に
特
徴

的
な
差
が
生
じ
る
か
比
較
検
討
を
行
い

ま
し
た
の
で
、
今
回
は
そ
の
概
要
を
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

調
査
の
概
要

　

供
試
材
料
は
、
県
内
の
5
農
場
よ
り

各
農
場
の
慣
行
飼
料
（
肥
育
後
期
）
を

給
与
し
た
群
を
対
照
区
と
し
、
そ
の
飼

料
に
飼
料
用
米
10
%
を
添
加
し
た
飼

料
を
給
与
し
た
群
を
試
験
区
と
し
て
生

産
さ
れ
た
L
W
D
交
雑
種
28
頭
（
各

区
14
頭
ず
つ
）
の
ロ
ー
ス
肉
お
よ
び
背

脂
肪
内
層
脂
肪
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

結
果
の
概
要

　

主
な
分
析
結
果
に
つ
い
て
表
に
示
し

ま
し
た
。

（
1
）
一
般
成
分

　

一
般
成
分
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
ス
赤

肉
中
の
水
分
、
粗
蛋
白
質
含
量
、
粗
脂

肪
含
量
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。
特

に
ロ
ー
ス
赤
肉
中
の
粗
脂
肪
含
量
は
、

赤
身
肉
中
の
い
わ
ゆ
る
「
サ
シ
」
に
関

連
し
、
含
量
が
増
え
る
と
「
サ
シ
」
も

多
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
近
年
注
目

さ
れ
て
い
る
評
価
項
目
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
分
析
結
果
は
、
通
常
の
豚
肉

の
成
分
値
の
範
囲
で
あ
り
、
ロ
ー
ス
赤

肉
中
の
水
分
、
粗
蛋
白
質
含
量
、
粗
脂

肪
含
量
に
は
試
験
区
と
対
照
区
と
の
間

に
有
意
な
差
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

構
成
す
る
重
要
な
成
分
で
、
中
で
も
オ

レ
イ
ン
酸
は
、
最
も
多
く
含
ま
れ
、
和

牛
肉
の
香
り
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
食

肉
中
の
脂
肪
酸
組
成
を
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト

グ
ラ
フ
ィ
で
測
定
し
ま
し
た
。

　

脂
肪
融
点
、
脂
肪
酸
組
成
分
析
結
果

は
、
通
常
の
豚
肉
の
成
分
値
の
範
囲
で

あ
り
、
試
験
区
と
対
照
区
と
の
間
に
有

意
差
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
若
干
試
験
区
の
融
点
が
低
い
傾

向
に
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
脂
肪
酸
組

成
を
み
て
も
試
験
区
で
不
飽
和
脂
肪
酸

の
値
が
若
干
高
く
、
不
飽
和
脂
肪
酸
の

1
種
で
あ
る
オ
レ
イ
ン
酸
も
若
干
高
い

値
を
示
し
ま
し
た
。
脂
肪
の
融
点
は
不

飽
和
脂
肪
酸
が
多
く
な
る
に
つ
れ
て
低

く
な
る
た
め
、
脂
肪
融
点
の
結
果
に
脂

肪
酸
組
成
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
し
た
。（
図
1
、
2
）

（
5
）
呈
味
成
分

　

ロ
ー
ス
赤
肉
中
の
遊
離
ア
ミ
ノ
酸
含

量
は
、
肉
の
旨
み
に
影
響
を
及
ぼ
す
要

因
と
さ
れ
、重
要
な
評
価
項
目
で
あ
り
、

今
回
は
ア
ミ
ノ
酸
分
析
装
置
を
用
い
て

測
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
肉
類
の
味
と

旨
み
に
関
連
す
る
化
合
物
と
し
て
注
目

さ
れ
る
イ
ノ
シ
ン
酸
に
つ
い
て
も
、
液

体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
を
用
い
て
測
定

し
ま
し
た
。

　

ロ
ー
ス
赤
肉
中
の
遊
離
ア
ミ
ノ
酸
含

量
は
試
験
区
と
対
照
区
で
有
意
な
差
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
試
験
区

が
相
対
的
に
高
い
傾
向
が
あ
り
ま
し

た
。
特
に
イ
ノ
シ
ン
酸
同
様
、
肉
類
の

味
と
旨
み
に
関
連
す
る
ア
ミ
ノ
酸
と
し

て
注
目
さ
れ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
も
若
干

高
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た（
図
3
、4
）。

　

イ
ノ
シ
ン
酸
含
量
に
つ
い
て
は
、
試

験
区
と
対
照
区
と
の
間
に
有
意
な
差
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
と
め

　

他
県
で
実
施
さ
れ
た
試
験
か
ら
飼
料

用
米
の
給
与
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
豚
肉

は
、
特
に
背
脂
肪
内
の
オ
レ
イ
ン
酸
と

リ
ノ
ー
ル
酸
割
合
が
変
化
し
、
と
う
も

の
経
営
が
今
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�（
総
務
部
） 

表 肉質分析値（平均値±標準偏差） 

調査項目 単位（ｎ）
一般成分

水分含量 (％) 72.2 ±1.0 72.2 ±1.3
粗蛋白質含量 (％) 22.9 ±0.7 22.6 ±0.2
粗脂肪含量 (％) 4.3 ±1.2 4.3 ±0.9

肉色・脂肪色
肉色L*(0黒-100白) 57.3 ±2.0 56.6 ±1.8
肉色a*(+赤～-緑) 7.2 ±1.0 7.0 ±1.6
肉色b*(+黄～-青） 12.5 ±0.6 12.3 ±1.1
内層L*(0黒-100白) 80.1 ±1.8 80.1 ±1.5
内層a*(+赤～-緑) 3.1 ±0.7 2.9 ±0.5
内層b*(+黄～-青） 9.7 ±0.9 9.4 ±0.9

物理性
加熱損失 (％) 33.4 ±0.9 33.3 ±1.1

せん断力価 (kg w/cm2) 1.0 ±0.2 1.0 ±0.2

脂肪の質
脂肪融点 (℃) 32.6 ±2.8 33.1 ±2.9
飽和脂肪酸 (％) 41.8 ±1.4 42.2 ±1.6
不飽和脂肪酸 (％) 58.2 ±1.4 57.8 ±1.6
　うちオレイン酸(C18:1) (％) 46.6 ±1.6 46.2 ±1.0
  うちリノール酸(C18:2) (％) 8.9 ±0.9 8.9 ±0.9

呈味成分
アミノ酸計 (mg/100g) 297.6 ±69.3 271.5 ±40.4
　旨みアミノ酸計 (mg/100g) 29.3 ±6.3 27.2 ±5.1
　　うちグルタミン酸 (mg/100g) 15.1 ±5.3 13.2 ±4.1
　　うちアスパラギン酸 (mg/100g) 14.2 ±1.5 14.1 ±2.2
　甘味アミノ酸 (mg/100g) 59.4 ±13.8 55.4 ±8.8
　苦味・甘味アミノ酸 (mg/100g) 15.9 ±4.0 14.5 ±3.3
　苦味アミノ酸 (mg/100g) 50.4 ±12.9 46.4 ±9.5
イノシン酸 (mg/100g) 100.8 ±12.4 101.1 ±13.8

区　
試験区 対照区

飼料用米10% 通常飼料
14 14

表　肉質分析値（平均値±標準偏差）

図1　脂肪の融点

図3　アミノ酸含量総量

図2　オレイン酸の組成割合

図4　グルタミン酸含量
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